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要   旨：   食事要因と結直腸癌リスクとの関連をイタリア北東部のポルデノーネ地方

における結腸癌 123、直腸癌 125症例、および急性の癌でない消化器疾患で入
院した対照 699人による症例－対照研究で研究した。 

 
        一致した正の関連がパン(オッズ比OR=2.1結腸、2.2直腸、３区分で最高 対

最低)、ポレンタ(コーン料理、OR=2.1結腸、1.9直腸)、チーズ(OR=1.7結腸、
1.8直腸)、卵(OR=2.5結腸、1.9直腸)の高い摂取頻度で認められたが、トマト
の摂取頻度が高い被験者ではオッズ比が低下した(OR=0.5結腸、0.4直腸)。 

 
        マーガリンの高い摂取量は結腸癌に有意な予防を発揮し、そしてニンジン、ホウ

レンソウ、全粒パン、パスタが直腸癌リスクに対して都合よく影響するが、赤身肉

は直腸癌リスクに対して不利に影響した。 
 
        上にのべたように本研究は、高繊維つまり野菜が多い食事と関連する予防作用の

裏付けを提示するけれども、精製澱粉食品、卵および高脂肪食品（チーズと赤身肉）

は結直腸癌の危険因子と示される。 
 
 
 


